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親睦スキー大会に参加 した皆さん (民宿・佐々木にて)

好

天

に

和

や

か

に
楽

し

く

競

技

〃

恒
例
の
親
睦
ス
キ
ー
大
会
が
２

月
４
日
０
に
、
例
年
ど
お
リ
イ
ト

シ
ロ
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
ス
キ
ー

場

で
開
催

さ
れ
た
。

雪
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中

、
大

会

の
前
々
日
に
ま
と
ま

っ
た
雪
が

降
り
、
ま
た
、
当
日
未
明
か
ら
早

朝

に
か
け
て
も
新
雪
が
５

ｃｍ
ほ
ど

降
り
積
も
り
、
大
会
自
体
は
時
折

強
め
の
風
が
吹
く
も

の
の
、
抜
け

る
よ
う
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
す
ば

ら
し
い
コ
ン
デ

ィ
シ

ョ
ン
の
中

で

の
大
会
と
な

っ
た
。

参
加
人
数
は
視
名
と
昨
年
度
よ

り
４
名
ほ
ど
減

っ
て
し
ま

っ
た
こ

と
が
心
残
り
で
は
あ

っ
た
が
、
利

や
か
な
雰
囲
気

の
中

で
、
楽

し
く

競
技
を
行

っ
た
。

レ
ー
ス
は
、
昨
一年
度

の
覇
者
で

あ
る
豊
橋
山
岳
会

の
柴
田
高
教
さ

ん
が
連
覇

し
、
２
位
に
は
同
じ
く

豊
橋
山
岳
会

の
鈴
木
良
和
さ
ん
、

３
位
に
は
高
体
連

の
関
谷
雅
樹
さ

ん
が
入

っ
た
。
ま
た
、
団
体
優
勝

も
豊
橋
山
岳
会
が
圧
倒
的
な
強
さ

で
４
連
覇
を
か
ざ

っ
た
。
競
技
後

の
開
会
式

で
は
、
協
賛
店

か
ら
快

く
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
豪
華
な

商
品

に
盛

り
上

が

っ
た
。

最
後
に
、
石
川
会
長

の
挨
拶

に

あ

っ
た
と
お
り
、
本
大
会
は
、
愛

知
県
山
岳
連
盟

の
数
多

い
行
事

の

中

で
　
最
も
伝
統

の
あ
る
行
事

の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
多
く
の
会
員
各

位
の
参
加
に
よ
り
、
今
後
と
も
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
り
た
い
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
．

◇
個
人
の
部

優
勝

柴
田
高
教
含
ユ
橋
山
岳
会
）

２
位

鈴
木
良
和
盆
豆
橋
山
岳
会
）

３
位

関
谷
雅
樹
（愛
知
県
高
体
連
）

４
位

杉
本
憲
広
（愛
知
県
高
体
連
）

５
位

加
藤
千
統
（大
山
山
岳
会
）

６
位

磯
山
　
登
（大
山
山
岳
会
Ａ
）

７
位

坂
井
治
夫
（大
山
山
岳
会
Ａ
）

８
位

岩
佐
太

（大
山
山
岳
会
Ｂ
）

９
位

中
山
秀
樹
ａ
立
橋
山
岳
会
Ａ
）

１０
什
一
田
村
英
雄
（安
城
こ
も
れ
び
Ａ
）

◇
団
体
の
部

優
勝
　
豊
橋
山
岳
会

Ａ

２
位
　
犬
山
山
岳
会

Ａ

３
位
　
安
城
こ
も
れ
び
Ａ

３
位
　
愛
知
県
高
体
連

５
位
　
岡
崎
山
岳
会

６
位
　
大
山
山
岳
会
Ｂ

７
位
　
県
岳
連
役
員

８
位
　
豊
橋
山
岳
会
Ｂ

本
大
会
の
商
品
に
つ
き
ま
し
て

は
以
下
の
協
賛
店
の
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
厚
く

感
謝
を
中
し
上
げ
ま
す
．

ア
ル
バ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
、

駅
前
ア
ル
プ
ス
、
カ
ジ
タ
ッ
ク
ス
、

ス
テ
ラ
ア
ル
ピ
ー
ナ
、
穂
一尚
、

モ
ン
タ
ニ
ア

（順
不
同
）
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山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

・
積
雪
期

厳
し
さ
踏
ま
え
た
レ
ス
キ

ュ
ー
講
義

指
導
委
員
会

指

導

常

任

１
月
２７
日
～
２８
日
の
２
日
間
に

わ
た

っ
て
鳥
取
県
大
山
で
開
催
さ

れ
た
日
山
協
主
催
の
積
雪
期
レ
ス

キ

ュ
ー
講
習
会
に
、
瀧
根
委
員
と

共
に
参
加
し
た
。

愛
知
の
２
名
が
参
加
し
た

「救

助
技
術

コ
ー
ス
」
は
、
先
ず
講
師

か
ら
現
役
救
助
隊
員
と
し
て
の
生

に
対
す
る
強
い
意
志
と
死
に
対
す

る
悔
し
さ
と
い
う
現
実
の
厳
し
さ

を
踏
ま
え
た
レ
ス
キ

ュ
ー
の
組
み

立
て
が
講
義
さ
れ
た
。

そ
れ
は

「
３
つ
の
Ｓ
、
プ
ラ
ス

も
う
ひ
と
つ
の
Ｓ
」
で
あ
る
。
「Ｓ

ａ
ｆ

ｅ
ｔ

ｙ

（安
全
）
、
Ｓ

ｗ
‐

ｆ

ｔ
ｌ

ｙ

（素
早
く
）
、
Ｓ

ｕ
ｒ

ｅ
ｌ

ｙ

（間
違

い
無
く
こ

の
３

つ
の
Ｓ
が
正
三
角
形
に
結
ば
れ
る

こ
と
が
最
良
で
あ
り
、
１
つ
の
Ｓ

が
突
出
し
た
二
等
辺
三
角
形
は
逆

に
危
険
度
が
増
す
。
そ
し
て
そ
の

正
三
角
形
を
大
き
く
す
る
こ
と
が

大
事
。
も
う
ひ
と

つ
の
Ｓ
と
は

「
Ｓ
ｉ

ｍ
ｐ
ｌ

ｅ

（単
純
な
と

で
あ
り
、　
一
日
で
確
認
で
き
る
こ

と
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た

展

助
は

一
回
勝
負
。
や
り
直
し
は
無

い
。
そ
し
て
二
重
遭
難
は
絶
対
起

生

こ
さ
な
い
。
」
と
い
う
心
構
え
も

伝
え
ら
れ
た
。

最
初
の
実
技
は
レ
ス
キ

ュ
ー
に

耐
え
る
雪
山
で
の
色
々
な
支
点
の

作
成
で
、
ス
ノ
ー
ビ
ヶ
ッ
ト
や
上

嚢
袋
等
の
人
工
物
か
ら
柴
や
立
ち

木
等
の
自
然
物
ま
で
が
対
象
で
あ

る
。
次
い
で
二
次
遭
難
の
回
避
を

前
提
に
初
動
パ
ト
ロ
ー
ル
～
ア
バ

ラ
ン
チ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
る

捜
索
～
ア
バ
ラ
ン
チ
プ
ロ
ー
プ
～

遭
難
者
の
掘
り
出
し
ま
で
の
捜
索

活
動
を
、
引
き
続
き
遭
難
者
の
搬

送
と
し
て
梱
包
と
ロ
ア
ー
ダ
ウ
ン

ラ
イ
ジ
ン
グ
を
学
ん
だ
。

２
日
目
は
事
故
発
生
か
ら
搬
送

ま
で
の
救
助
の
実
際
を
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
、
前
日
に
学
ん
だ
パ

ー
ツ
毎
の
技
術
を
講
習
生
が
組
み

立
て
な
が
ら

一
連
の
流
れ
の
中
で

学
ん
だ
。

あ

っ
と
い
う
間
の
２
日
間
で
あ

っ
た
が
、
単
な
る
技
術
論
で
な
く

常
に
生
命
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
る

講
習
会
で
あ

っ
た
。
ま
た
雪
山
に

入
る
も
の
と
し
て
の
心
構
え
や
姿

勢
、
事
故
に
遭
わ
な
い
力
な
ど
を

も
間
う
も
の
で
あ

っ
た
。

月券

準

Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
支
部
の
「
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
」
な
ど

嗣驀
卜
装
鈴
木
清
彦

Ｏ

ｍ
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
ビ
バ
ー

ク
を
し
な
が
ら
者
い
二
人
の
現
役

学
生
が
登
項
し
、
世
界
女
性
最
年

少
初
登
頂
の
小
松
由
佳
さ
ん
は
植

村
直
己
賞
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ル
ー
は
課
題
の
ヘ
ッ
ド
ウ
ォ
ー

ル
は
天
候
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
残
し

た
も
の
の
４
度
の
挑
戦
を
し
続
け

た
馬
目
弘
仁
さ
ん
の
情
熱
が
伝

わ

っ
て
く
る
よ
う
な
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
馬
目
さ

ん
登
頂
後
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か

ら

ヘ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
を
眺
め
、
攻

略
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
ぶ

っ
て
新
た

な
目
標
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

横
山
勝
丘
さ
ん
の
ア
ラ
ス
カ
の
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
も
、
特
に
ハ
ン
タ
ー

北
壁
１
ビ
バ
ー
ク
ア
ッ
セ
ン
ト
は

「
ハ
ウ
　
ト
ゥ
　
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
を
見
て
い
る
よ

う
で

事
前
情
報
は
と
ら
ず
、
現

地
に
入
っ
て
ラ
イ
ン
を
見
つ
け
て

登
る
！
と
い
う
冒
険
的
要
素
の
基

本
を
貫
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

短
時
間

（
ア
プ

ロ
ー
チ
）

低

コ

ス
ト
で
楽
し
め
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
い
い
エ
リ
ア
だ
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
、

不
パ
ー
ル
の
カ
ン
テ
ガ
に
出
か
け

ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
で
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
出
か
け
る
場
合
で
も

ア
ラ
ス
カ
ク
ラ
ス
の
ス
ケ
ー
ル
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
べ
き
で
は

と
の
発
言
に
も
、
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

次
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
日
本
登
山

医
学
会
理
事
で
日
本
山
岳
会
医
療

委
員
で
も
あ
り

「登
山
医
学
」
や

「登
山
研
修
」
に
も
数
多
く
執
筆

さ
れ
て
い
る
野
口
い
づ
み
先
生
か

ら

「高
所
登
山
で
使
う
薬
」
と
い

う
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は

以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
。

ア
セ
タ
ブ
ラ
ミ
ド

（薬
品
名
ダ

イ
ア
モ
ッ
ク
ス
）
が
最
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
効
用
は
呼
吸

に
お
け
る
換
気
を
刺
激
す
る
こ
と

に
よ
り
高
山
病
の
主
に
予
防
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
服

用
に
つ
い
て
は
、
高
所

（日
本
で

は
生
活
体
験
で
き
な
い
高
度
）
に

到
達
す
る
日
の
朝
か
ら
２
５
０

嘔

（１
錠
）
が
適
量
と
思
わ
れ
、
２

～
４
日
程
度
ま
で
の
内
服
が
推
奨

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一局

山
病
は
睡
眠
中
の
呼
吸
制
御
に
よ
っ

て
進
展
し
て
い
く
こ
と
や
、
半
減

愛
知
岳
連
の
雪
山
講
習
会
で
も
、

今
回
の
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
で
学

ん
だ
こ
と
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
と
共
に
、
雪
山
の
本
質
的
な
も

の
に
照
準
を
合
わ
せ
安
全
登
山
に

つ
な
げ

て
行
き
た

い
と
思
う
。

２
０
０
７
年
２
月
１７
日
～
１８
日

の
２
日
間
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。‐７

日
は
ナ
ン
ガ
　
パ
ル
パ

ッ
ト
、

ル
パ
ー
ル
側
南
壁
中
央
ピ
ラ
ー

（新

ル
ー
ト
）

ア
ル
パ
イ
ン
　
ス
タ
イ

ル
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

　
ハ
ウ
ス
氏
の

報
告
会
は
都
合

で
行
け
ま
せ
ん
で

し
た
。

‐８
日
の
登
山
報
告
は
①
Ｊ
Ａ
Ｃ

東
海
支
部
の

「
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
」

②
東
海
大
の

「Ｋ
２
南
南
東
リ
ブ
」

③
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の

「
メ
ル
ー
　

ンヽ
ャ
ー

ク
ス
フ
ィ
ン
」
④
横
山
勝
丘
隊
の

「ア
ラ
ス
カ
　
プ
ロ
ー
ク
ン
ト
ゥ
ー

ス
、
ハ
ン
タ
ー
北
壁
」
の
４
隊
で

し
た
。

詳
細
は
岳
人
等
の
雑
誌
を
見
て

い
た
だ
く
と
し
て
、

ロ
ー
ツ
ェ
市

壁
は
低
温
　
強
風
、
そ
し
て
落
石

の
脅
威

の
中

で
の
南
壁
完
登
は
快

挙
で
し
た
し
、
単

一
大
学
の
Ｋ
２

南
南
東
リ
ブ
は
、
帰
路

に
８
０
０
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期
が
１０
時
間
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
、

利
尿
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え

合
わ
せ
る
と
、
宿
泊
場
所
到
着
後

で
、
就
眠
２
～
３
時
間
前
の
投
与

が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
．
副

作
用
と
し
て
手
先
の
痺
れ
感
や
利

尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
利
尿
が
多

い
場
合
に
は
内
服
を
控
え
た
り
、

水
分
補
給
を
十
分
に
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
脱
水
は
高
所
で
血
栓

な
ど
の
リ
ス
ク
が
生
じ
大
変
危
険

で
す
。
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
．

予
防
に
は
、
薬
に
頼
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
順
応
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
　
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
最
も

大
切
で
、
薬
も
効
率
の
た
め
に
、

業
の
特
性
を
理
解
し
な
が
ら
の
個

人
の
体
感
を
基
に
結
論
を
導
く
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

６
月
１６
～
‐７
日
　
確
保
技
術
研
修

会
　
講
習
会

（場
所
未
定
）

６
月
２６
日
　
指
導
員
総
会

（名
古

屋
　
県
ス
ポ
）

７
月
２４
日
　
登
山
勉
強
会

（名
古

屋
　
県
ス
ポ
）

８
月
１
日
　
登
山
勉
強
会

（豊
橋

八
町
校
区
市
民
館
）

９
月
２
日
　
指
導
委
員
会
／
役
員

会

（名
古
屋
）

９
月
１９
日
　
登
山
勉
強
会

（豊
橋

八
町
校
区
市
民
館
）

９
月
２６
日
　
登
山
勉
強
会

（名
古

屋

県
ス
ポ
）

明
神
岳
東
稜
～
前
穂
～
奥
穂

春
日
井
山
岳
会

本

多

　

聡

合
宿
と
名
前
が
付
き
つ
つ
も
、

メ
ン
バ
ー
が
二
人
だ
け
の
今
回
の

山
行
は
、
後
半
の
冬
と
も
思
え
な

い
快
晴
＆
微
風
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
お
か
げ
で
、
無
事
全
行
程
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

そ
れ
で
も
や
は
り
、
官
川
谷
の

デ
ブ
リ
を
こ
え
て
い
く
こ
と
や
、

暖
か
い
こ
と
で
急
な
傾
斜
の
氷
化

し
た
ル
ン
ゼ
に
新
雪
が
つ
い
た
と

こ
ろ
を
、
ア
イ
ゼ
ン
が
効
く
深
さ

ま
で
蹴
り
こ
ん
で
登

っ
た
こ
と
な

ど
、
緊
張
す
る
こ
と
の
多
い
山
行

で
し
た
。
正
月
明
け
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
明
神
池
か
ら
登
り
始

め
、
新
穂
高
に
ド
山
す
る
ま
で
他

の
人
に
は
全
く
会
わ
ず
で
し
た
が
、

ト
レ
ー
ス
に
導
か
れ
　
精
神
的
に

ラ
ク
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

奥
穂
頂
上
か
ら
洞
沢
岳
西
尾
根
の

下
降
路
に
か
け
て
は
、
踏
み
跡
、

と
い
う
よ
り
も
完
全
に
道
に
な

っ

て
い
ま
し
た
…
。

東
稜
の
登
攀
も
そ
う
で
す
が
、

明
神
岳
山
頂
か
ら
前
穂
　
奥
穂
と

続
く
吊
り
尾
根
は
少
し
で
も
荒
れ

る
と
か
な
り
厳
し
く
な
る
こ
と
が

容
易
に
想
像
で
き
ま
し
た
。
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
連
続
し
、
両
側
が
明

れ
落
ち
た
尾
根
を
行
く
の
は
、
天

気
の
い
い
中
制
度
の
景
色
を
楽
し

な
な
が
ら
は
よ

い
で
す
が
　
烈
風

の
中
だ
と
さ
ぞ
か
し

ハ
ー
ド
な
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

い
、
幸
運

に
感
謝
し
ま
し
た
。

今
回
、
本
多
は
冬
季
に
縦
走
形

態
を
と
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。

荷
物
は
確

か
に
重

い
で
す
が
、
山

旅
の
要
素
が
人

っ
た
縦
走
は
ビ

ス

ト
ン
よ
り
も
充
実
感
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
長
期
で
体
み
を
取
れ

る
時

に
は
、
１
ウ

ェ
イ
の
ル
ー
ト

を
色
々
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま

す
。中

ア
北

部

縦

走

豊
橋
山
岳
会

久
保
田
　
敏
康

▲
期
日
　
２
０
０
６
年
１２
月
３０
日

～

２

０

０

７

年

１

月

２

日

▲
ル
ー
ト
　
中
央
ア
ル
プ
ス
　
北

御
所
谷
～
伊
那
前
岳
～
宝
剣
岳

～
檜
尾
岳
檜
尾
根
下
降

▲
メ
ン
バ
Ｉ
　
Ｌ
久
保
円
、
Ｓ
Ｌ

伊
藤
政
、
山
本
、
井
田

一
昨
年

（２
０
０
５
年
）
１２
月

の
雪
上
訓
練
時
に
も
北
御
所
谷
か

ら
入
山
し
、
宝
剣
山
荘
前
に
て
東

三
河
遭
対
協
の
仲
間
と
合
流
の
段

取
り
で
し
た
が
深
雪
の
た
め
、
届

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

長

祟
含

曇
ロ

フィッシュクリップ   キーソヾ―クリップ   ′ヽワークリップ

株式会社マーゼンプロダクツ
〒″ 0-0112愛 知県日進市藤枝口丁小山645ヽ 10561フ 33411

このほかにも各種そろえてお ります

』ゝ フミ了
=贄

トラベル株漱社

!お気軽にどうぞ
メイドの山旅も承llます

〒4500002 名古屋市中村区名駅41127 第■霞「8ビ ル束館 71綸

TEl:052-588-3617 FAX:052-588-5618(11■ は駅11ア ルプスさん
'

山旅の予定●l粛戦

年間総合カタログ

菫軒送●髯し手す

_‐請求下さい :

襴ifからベテラン
=τ

 目内日爆llから海外●名峰●τ  ′

高所奎山●前に■■
'僣

麟秦トレーニンク童をmEし

“

嗜●′

三 ノ沢分岐にて

加
え
て
鶴
年
５
月
の
春
合
宿
に
お

け
る
檜
尾
岳
以
下
南
部
の
縦
走
は

達
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
米

達
の
北
部
を
つ
な
げ
れ
ば
ほ
ぼ
主

脈
縦
走
完
成
と
の
触
れ
込
み
で
、

計
画
立
案
が
成
さ
れ
ま
し
た
。

‐２
月
３０
日
積
雪
が
大
き
く
変

っ

た
の
は
ウ
ド
ン
ヤ
峠
あ
た
り
か
ら

で
あ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
快
適
な

歩
行
か
ら
ワ
カ
ン
が
必
要
な
積
雪

と
な
り
、
倒
木
も
意
外
と
多
い
１

途
端
に
パ
ー
テ
ィ
ー
の
足
並
み
が

崩
れ
、
予
定
の
７
合
船
窪
を
諦
め

小
屋
場
跡
を
今
晩
の
宿
と
す
る
。

‐２
月
３‐
日
樹
林
を
抜
け
る
と
、

日
前
に
は
カ
ー
ル
か
ら
見
上
げ
る

伊
那
前
岳
と
は
異
な
り
堂
々
た
る

躯
体
が
景
色
を
圧
倒
す
る
。
上
り

着
く
と
そ
こ
か
ら
は
見
慣
れ
た
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
駅
を
見
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
、
な
か
な
か
の
心
地
よ
さ
に

な
な
嬉
し
そ
う
だ
。
宝
剣
の
ピ
ー
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ク
を
境
に
登
山
者
は
激
減
し
躊
躇

な
く
ロ
ー
プ
を
取
り
出
し
、
三
ノ

沢
分
岐
で
す
で
に
時
間
と
な
る
。

１
月
１
日
サ
ギ
ダ
ル
以
後
、
標

一高
を
落
と
し
た
稜
線
は
檜
尾
の
ピ
ー

ク
ヘ
駆
け
上
が
る
。
時
折
吹
く
風

に
み
な
苦
し
そ
う
だ
。
檜
尾
小
屋

に
て
小
休
上
の
後
、
深
雪
を
掻
き

分
け
赤
沢
頭
に
て
幕
営
。
翌
１
月

２
日
下
山
。

予
定
の
空
木
に
は
届
か
ず
残
念

で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
少
し

で
も
良
き
指
導
者
が
輩
出
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
良
好
な
関
係
維
持
に
努
力

３
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て

東
海
四
県
正
副
会
長
、
理
事
長
会

議
が
四
日
市
市
の
プ
ラ
ト
ン
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
た
。

四
県

（静
岡
　
岐
阜
　
二
重

・

愛
知
）
の
岳
連
役
員
が
行
事
等
の

調
整
と
各
岳
連
の
実
情
報
告
、
そ

し
て
な
に
よ
り
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
、
年
に

一
度
行
わ
れ
る
行
事

で
あ
る
。

今
年
は
二
重
県
が
担
当
県
で
四

日
市
の
駅
前
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

愛
知
県
か
ら
は
石
川
会
長
、
北
村

理
事
長
、
そ
し
て
安
藤
の
３
名
が

出
席
し
た
。

議
題
は

①
プ
ロ
ッ
ク
大
会
の
計
画
案
説
明

今
年
の
プ
ロ
ッ
ク
大
会
は
二
重

で
行
わ
れ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
鈴

鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
縦
走

製
夏

安

藤

武

典

競
技
は
自
杵

ヶ
岳
周
辺
で
実
施
さ

れ
る
。
お

っ
て
要
項
が
届
く
と
思

わ
れ
る
の
で
関
係
者
に
御
尽
力
を

お
願
い
し
た
い
。

②
全
日
本
登
山
大
会
の
実
施
に
関

す
る
件
　
日
山
協
か
ら
２２
年
度
の

全
日
本
登
山
大
会
を
東
海
地
区
で

実
施
す
る
よ
う
持
ち
か
け
ら
れ
て

お
り
、
静
岡
県
が
受
け
る
こ
と
に

な

っ
た
。
数
年
前
に
実
施
し
た
三

重
　
愛
知
岳
連
共
催
の
全
日
本
は

お
互
い
の
県
に
と

っ
て
有
意
義
で

あ

っ
た
の
で
２
県
で
受
け
て
も
よ

か
っ
た
と
い
う
感
想
も
あ

っ
た
。

③
各
県
の
実
情
報
告
と
調
整
が
続

い
た
　
特
に
愛
知
県
の
藤
原
岳
の

植
生
保
護
、
岐
阜
の
夜
叉
ヶ
池
周

辺
の
自
然
保
護
、
富
士
山
の
美
化
、

不
法
投
棄
問
題
等
環
境
保
護
の
現

状
と
難
し
き
に
関
し
て
各
県
多
く

の
意
見
が
で
た
。

ま
た
二
重
岳
連
か
ら
愛
知
岳
連

一
　

△
７
回
の
会
議
の
二
重
県
の
報
告

目巳曖鰤
釉
鶉
い
”
蝙シ
リ胴

二
月
十
八
日
①
愛
知
山
岳
ト
ラ

一

イ
ア
ル
が
猿
投
山
で
実
施
さ
れ
た
。

当
日
は
、
気
温
５
℃
快
晴
の
絶
好

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
り
高
校
、

一
般
男
女
二
十
二
人
の
選
手
が
、

許『〔一鉤いっ』い̈
「一〔一　　　　　　　　　　　　一一　　ム‐一蘊一　Ｗ

Ｏ②①嚇』一は　３９３５３０勒８３７‐５̈
　　一　▼̈̈
］け崎　２８２６効２３９脚　　一　　凛印　^ハロ）一晰　̈
鰤

晰亀̈

頂上をめざしてスタートする選手

q

町5 ●0532-55-0125
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昨年 1年間に県内で発生 した山岳遭難 に

よる死者は54人に上 り、前年 と比べて倍増

し、平成以降、最悪 とな つたことが県書地

域課の集計でわか つた。冬
―

や夏の豪

雨の影響で豊山者 は減少 したが、雪崩や天

候の急変によつて多数 の畳 山者が巻 き込ま

れ る遭難も 日立 ち、遭難者数 も222人 と過

(太田 勧

昨

　

　

年

県
内
ま
と
め

前
年
の
倍
５４
人

薔彊
隊
器

リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
回
撃
も

去最多を記録 した。

98  99 2000 01  02  03  04

0200

(件 )

o150

250・

(人 )

200・

150・

100B

50・

過
去
最
多
の
二
百
二
回
を
記

録
し
た
。
こ
の

一
方
で
、
登

山
者
数
は
四
十
九
万
人
で
前

年
よ
り

一
割
減
っ
た
。
手
軽

な
観
平
一豊
面
が
薬
し
め
ス
）八

ケ
岳
連
峰
が
山
系
別
で
唯

一
、
三
割
増
の
△
々

事
人

と
な
っ
た
が
、
死
者
も
八
人

（五
人
増
）
に
上
っ
た
。

道
嘔
の
通
報
は
、
四
割
が

携
帯
電
話
で
、
通
話
エ
リ
ア

が
拡
大
し
、
早
い
通
報
や
捜

索
中
の
連
絡
Ｌ
墜
立
っ
て
い

―

差

ぶ

怒

だ

。

五
月
に
北
ア
ル
プ
ス
針
ノ
木

岳
て

一天
が
匹
Ｌ
し
藤
当
崩

で
は
、
電
減
曇
信
機

「ビ
ー

コ
ン
」
を
身
に
付
け
て
い
た

遭
建
者
示
救
助
隊
員
に
助
け

ら
れ
、
ビ
ー
コ
ン
に
よ
り
救

出
さ
れ
在
塁
内
で
初
の
ケ
ー

ス
と
な
っ
た
。

●長野県内の山岳遭難の推移

③
津
坂
友
樹
　
２９
分
５０
秒

▼
成
年
女
子

①
中
村
美
子
　
３５
分
４９
秒

常

任

理

事

会

▼
１
月
９
日
　
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
石
川
会
長
、
阿
部
、

安
藤
副
会
長
、
中
平
等
議
長
、
北

村
理
事
長
、
杉
本
會
）
、
関
谷
、

高
橋
、
岩
瀬
、
岩
狭
、
角
野
、
梶

川
各
常
任
理
事

Ｉ
　
報
告
事
項

１
　
冬
山
遭
難
対
策
会
議
（１２
／

‐９
県
ス
ポ
）
高
橋

２
　
第
４
回
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
講
習
会
（１２
／
２６
）

３
　
そ
の
他

Ⅱ
　
審
議

。
お
知
ら
せ
事
項

１
　
第
３５
回
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大

△員
２
／
４
イ
ト
シ
ロ
）
関
谷

２
　
指
導
員
集
会
（２
／
７
豊
橋

２
／
２０
名
古
屋
）
岩
瀬

３
　
指
導
員
実
技
検
定
会
（１
／

２‐
南
山
）
岩
瀬

４
　
日
山
協
　
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
（１
／
２７
～
２８
大
山
）

５
　
自
然
保
護
指
導
員
総
会
（２

／
２０
）
杉
本

６
　
海
外
登
山
研
修
会
（２
／
‐７

～
‐８
代
々
木
）

７
　
東
海
プ
ロ
ッ
ク
競
技
部
研
修

〈
ス
２
／
２４
二
重
）
北
村

８
　
日
山
協
評
議
員
会
（２
／
２５

東
京
）
北
村

９
　
愛
知
山
岳
ト
ラ
イ
ア
ル
（３

／
‐８
猿
投
山
）
北
村

１０
　
日
山
協
第
２
回
理
事
会
（３

／
‐８
東
京
）
安
藤

抒′
嘉高
〒448刈谷市桜町]]3

TEL0566(20)30]]

定休曰/火曜日

じ葬琢選l軍
19し

て言お汚覆冠lじ5

ステラ7Jレビーナ
(旧 シャッツバーム)

名古屋市中区錦二丁目5‐31長者町相互 ビル2F●0522310739

営業時r・5/1■ oo～ 8:30Pn(日 曜日は7:00μ迄)

名古屋・伏見唾ヨコの山用品専門店
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:口
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Ｈ
　
日
山
協
　
氷
雪
研
修
会
（３

／
‐７
～
‐９
富
士
山
）
岩
瀬

‐２
　
雪
上
技
術
研
修
会
　
講
習
会

（３
／
２４
～
２５
御
岳
）
岩
瀬

‐３
　
指
導
員
検
定
試
験
　
筆
記
（３

／
２７
県
ス
ポ
）
岩
瀬

‐４
　
北
谷
小
屋
規
約
に
つ
い
て

‐５
　
そ
の
他

▼
２
月
６
日
　
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
石
川
会
長
、
中
平
等

議
長
、
北
村
理
事
長
、
関
谷
、
杉

本
Ｔ
し
、
一局
橋
、
岩
狭
、
角
野
、

杉
本
（憲
）
、
梶
川
各
常
任
理
事

Ｉ
　
報
告
事
項

１
　
指
導
員
実
技
検
定
会
（１
／

２‐
南
山
）

２
　
日
山
協
　
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
（１
／
２７
～
２８
大
山
）

３
　
第
３５
回
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大

〈員
２
／
４
イ
ト
シ
ロ
）
関
谷

Ｉ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
指
導
員
集
会
（２
／
７
豊
橋

２
／
２０
名
古
屋
）

２
　
海
外
登
山
研
修
会
（２
／
１７

～
‐８
代
々
木
）

３
　
自
然
保
護
指
導
員
総
会

（２

／
２０
）
杉
本
會
》

４
　
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
競
技
部
研
修

△員
２
／
２４
二
重
）
北
村

５
　
日
山
協
評
議
員
会
（２
／
‐８

東
京
）
北
村

６
　
東
海
四
県
会
長
　
副
会
長

理
事
長
会
議
（３
／
３
～
４
三

重
）
北
村

７
　
日
山
協
第
２
回
理
事
会
（３

／
‐８
東
京
）
安
藤

８
　
愛
知
山
岳
ト
ラ
イ
ア
ル
（３

／
‐８
猿
投
山
〉
北
村

９
　
日
山
協
　
氷
雪
研
修
会
（３

／
‐７
～
‐９
富
士
山
）

１０
　
雪
上
技
術
研
修
会
　
講
習
会

（３
／
２４
～
２５
御
岳
）

Ｈ
　
指
導
員
検
定
試
験
　
筆
記
（３

／
２７
県
ス
ポ
）

‐２
　
北
谷
小
屋
規
約
に
つ
い
て

‐３
　
平
成
１９
～
２０
年
度
の
岳
連
役

員
、
常
任
理
事
改
選
に
つ
い
て

‐４
　
そ
の
他

▼
３
月
６
日
　
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
石
川
会
長
、
安
藤
副

会
長
、
中
平
等
議
長
、
北
村
理
事

長
、
和
田
副
理
事
長
、
関
谷
、
杉

本
↑
し
、
高
橋
、
岩
狭
、
岩
瀬
、

角
野
、
梶
川
各
常
任
理
事

Ｉ
　
報
告
事
項

１
　
指
導
員
集
会

（指
導
員
規
約

改
定
案
）
２
／
７
豊
橋
、
２
／

２０
名
古
屋
（岩
狭
）

２
　
自
然
保
護
指
導
員
総
会

（１９

年
度
活
動
計
画
等
）
２
／
２０
県

ス
ポ
（杉
本
）

３
　
海
外
登
山
研
修
会

（岳
連

ニ

ュ
ー
ス
掲
載
）
２
／
１８
代
々
木

４
　
日
山
協
評
議
員
会

（２
／
１８

東
京
）
北
村

５
　
東
海
プ
ロ
ッ
ク
競
技
部
研
修

△
員
２
／
２４
二
重
）
北
村

６
　
東
海
四
県
会
長
　
副
会
長

理
事
長
会
議

（３
／
３
～
４
四

日
市
）
安
藤

７
　
そ
の
他

Ｉ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
日
山
協
第
２
回
理
事
会

（３

／
‐８
東
京
）
安
藤

２
　
日
山
協
　
氷
雪
研
修
会

（３

／
‐７
～
‐９
富
士
山
）
岩
瀬

３
　
愛
知
山
岳
ト
ラ
イ
ア
ル
（３

／
‐８
猿
投
山
）
北
村

４
　
雪
上
技
術
研
修
会
講
習
会
（３

／
２４
～
２５
御
岳
）
岩
瀬

５
　
指
導
員
検
定
試
験
　
筆
記
（３

／
２７
県
ス
ポ
）
岩
瀬

６
　
北
谷
小
屋
規
約

（内
容
了
承

し
総
会
に
諮
る
）

７
　
１９
年
度
予
算
に
つ
い
て

８
　
１９
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て

９
　
１９
～
２０
年
度
役
員
、
常
任
理

事
に
つ
い
て

１０
　
確
保
技
術
講
習
会
の
会
場
に

つ
い
て

Ｈ
　
そ
の
他

■
今
年
の
冬
は
、
ど
う
も
お
か
し

い
。
暖
冬
で
雪
が
少
な
い
と
嘆
い

て
い
た
と
こ
ろ
へ
寒
波
が
ぶ
り
か

え
し
降
雪
し
た
。
雪
崩
の
起
き
や

す

い
状
態
だ
。
懸
念
し
て
い
た
矢

先
に
、
北
海
道
の
積
丹
岳
で
雪
崩

遭
難
が
あ
り
、
４
人
が
死
亡
し
た
。

心
し
て
お
こ
う
。

■
３
月
の
初
め
に
人
ヶ
岳
　
天
狗

岳
に
行

っ
て
来
た
。
テ
ン
ト
の
数

は
少
な
か
っ
た
が
、
幾
つ
も
の
ツ

ア
ー
者
で
賑
わ

っ
た
。
そ
の
中
に

は
ス
ト
ッ
ク
だ
け
の
者
や
、
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ズ
だ
け
履
い
た
外
人
さ
ん

を
見
受
け
た
が
、
憂
一慮
し
き
り
だ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎ
）

山

岳

か

ら

三
氏

に
奨

励

賞

県
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
の
表
彰
式
が

二
月
十
六
日
、
名
古
屋
市
東
区
の

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
で
行
わ
れ
、
本
年

度
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
人
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

山
岳
の
部
で
は
、
昨
年
十
月
の

兵
庫
国
体
に
お
い
て
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
で
優
勝
し
た
県
チ
ー
ム
の
佐
原

晴
人
、
田
中
周
平
、
大
山
史
洋
の

３
氏
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
十
七
日
に
は
名
古
屋
市

で
も
名
古
屋
公
館
で
表
彰
式
が
あ

り
、
田
中
周
平
氏
が
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
。

編
集
後
記

(株 )カ ジタックス
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「世 界 の 山旅 」
トレ,キ ングからエクスペディションまで

"アル′くインツアーはヒマラヤからカラコルム、カナディアンロッキー、
ヨーロッパアルプス、アラスカ、OSA、 アンデス、南極、アフリカ、
ニュージーランド、パダゴニア、中国、JL●日、日本、その他、世界中
の山岳地域、辺lul城へのトレッキング ′ヽイキング・登山ツアーをご
用意しています。ぜひ、ツ7-カ タrlグ 「世界の山旅 辺境の旅Jをご
請求下さい。また、登山隊のために航空便の手配などのお手伝いもして
います。私iきの豊富な知識と経験をもとに随時ご相談に応していますの
で、お気経におF.lい合わせ下さい。

印ポ 芽戯ど朧
〒450名 古層市■
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